
  

資源・環境・エネルギー問題から見た 
      製銑技術の進歩と今後の展開 

第239・240回西山記念技術講座 
 ▼ ２０１９年１０月１０日(木) (東京)  

 ▼ ２０１９年１１月 ６日(水) (大阪) 主催(一社)日本鉄鋼協会 

講座の視点 
この 10 数年の製銑技術は、資源の劣質化と二酸化炭素排出量削減という二つの大きな課題を、コスト削減という継続的な

課題とともに対応することで進歩してきた。その中で様々な技術が実用化し、また新たな技術の芽が育っている。具体的に

は、焼結では Super-SINTER🄬🄬や NOx排出低減技術など、コークスでは SCOPE21 や石炭資源対応力強化など、そして高炉では高

度な装入物分布制御技術や低コークス比操業技術などがある。オールジャパンで COURSE50 やフェロコークスなど様々なプロ

ジェクトを推進し、多くの成果を上げている。また、様々な領域でのシミュレーション技術が大幅に進歩している。本講座

では、製銑分野全体に及ぶこれらの技術開発をレビューすると同時に今後の展開を検討する。 

協賛： (一社)エネルギー・資源学会、(一財)金属系材料研究開発センター、(一社）スマートプロセス学会、 
(50 音順)(一財)石炭エネルギーセンター、耐火物技術協会、(一社)日本エネルギー学会、日本学術振興会 製銑第 54委員会、 

(一社)日本材料科学会、(一社)粉体工学会、(公社)応用物理学会、(公社)化学工学会、(公社)計測自動制御学会、 
(一社)資源・素材学会、(一社)電気学会、(一社)特殊鋼倶楽部、(公社)土木学会、(一社)日本機械学会、 
(公社)日本技術士会、(公社)日本金属学会、(一社)日本建築学会、(公社)日本材料学会、(一社)日本塑性加工学会、 
日本中性子科学会、(一社)日本熱処理技術協会、(公社)日本分析化学会、(一社)表面技術協会、(公社)腐食防食学会、 
物質・材料研究機構、(一社)溶接学会 

１．日時・場所：第２３９回 ２０１９年１０月１０日（木）９：３０～１７：００受付時間：9:00～15:10 
   東京：早稲田大学 西早稲田キャンパス ６３号館２階会議室（東京都新宿区大久保 3-4-1） 

       第２４０回 ２０１９年１１月 ６日（水）９：３０～１７：００受付時間：9:00～15:10 
   大阪：㈱ラソンテ ３階会議室（大阪市淀川区宮原 1-6-1新大阪ブリックビル３階） 

２．内容および講演者、司会者 
司会者：田中 睦（神戸製鋼所） 

9：30～ 9：40 あいさつと趣旨説明                          東北大学 大学院環境科学研究科 准教授 村上 太一 
 
1)  9：40～10：30 鉄鋼原料需給の現状と今後の課題 

住友商事(株) 執行役員 資源第二本部長 有友 晴彦 
2) 10：30～11：20 資源対応型・低炭素消費を目指した鉄鉱石焼結プロセスの進歩と今後の展開 

日本製鉄(株) 技術開発本部 プロセス研究所 製銑研究部 上席主幹研究員 松村  勝 
3) 12：30～13：20 コークス製造技術の最近の動向と今後の展開 

ＪＦＥスチール(株) スチール研究所 製銑研究部 部長 深田喜代志 
司会者：村上太一（東北大学） 
4) 13：20～14：10 近年における高炉プロセス技術の進歩と今後の課題 

(株)神戸製鋼所 鉄鋼事業部門 技術開発ｾﾝﾀｰ 製銑開発部 部長 野澤健太郎 
5) 14：10～15：00 製銑プロセスの新たな取り組み（国プロを中心として） 

ＪＦＥスチール(株) スチール研究所 主席研究員 佐藤 道貴 
6) 15：10～16：00 製銑プロセスへのDEMの適用の試み 

東北大学 多元物質科学研究所 教授 加納 純也 
7) 16：00～17：00 製銑分野の技術の進歩と取り巻く環境変化に応じた将来プロセス像 

日本製鉄(株) 技術開発本部 顧問 齋藤 公児 

３．講演内容 

１）鉄鋼原料需給の現状と今後の課題                             有友 晴彦 
 鉄鋼生産を支える、鉄鉱石、原料炭を中心とする鉄鋼原料需給は、中国経済の成長の鈍化、中国政府の過剰生産設備淘汰へ

の取組み、コモディティ化の加速といった、さまざまな要因を背景に大きく取り巻く環境が変わってきている。これに加えて、

供給側でも、優良資源が徐々に枯渇していく中、今後の品位動向に懸念が出てきている。このように、中長期的に所要原料を

安定的に確保していく上で、いろいろな課題が見えてきている状況を整理して、今そして今後何をしなければいけないのかと

いった点を考察する。 

２）資源対応型・低炭素消費を目指した鉄鉱石焼結プロセスの進歩と今後の展開          松村  勝 
 自溶性焼結鉱は高炉原料としての強度確保と被還元性改善の両立を目指したもので、1950年台の実用化以降、現在まで高炉

の主要鉄源を担っている。しかし、近年、世界的規模での鉄鋼需要が急増する中で、その鉄源となる高品位鉄鉱石の供給不足

が顕著になっている。そのため、新たに選鉱処理を必要とする低品位鉄鉱床の開発に移行せねばならない状況にあり、選鉱後

の微粉原料使用技術が求められる。一方、炭酸ガス問題により、焼結原料における固体カーボン原料からの転換、および高炉

操業における還元材比のさらなる低減を可能とする高品質な焼結鉱が強く求められている。本講座では、上記課題解決のため、

資源利用拡大と低炭素を目指す焼結技術、特に最近10年間に開発・実用化された技術およびそれを支える基盤研究に焦点を当

て概説する。 

３）コークス製造技術の最近の動向と今後の展開                        深田喜代志 
 この10数年間は、世界的な鉄鋼需要の拡大にともなう良質な石炭の価格高騰、国内コークス炉の老朽化進行、CO2排出量削減

要求など、コークス分野を取り巻く情勢は大きく変化してきた。この厳しい状況に対応すべく、石炭資源の対応力強化、コー

クス炉の延命、高品質コークス製造、新コークス製造プロセスなどの技術開発が行われ、基礎技術から要素技術までのレベル

アップと同時に実機化も実現してきた。本講演では、この10数年間のコークス製造技術の開発動向を総括するとともに、今後

の課題と将来の展望を述べる。 

技術講座の撮影、録音は一切禁じます。NO photography, audio recording and video recording. 

講座案内 



４）近年における高炉プロセス技術の進歩と今後の課題                     野澤健太郎 
 高炉操業は、移動充填層内での相変化、熱交換、反応交換をともなう４相（気・固・液・粉）が介在する複雑な炉内現象を

擬定常的に制御・維持することで成立している。先人の努力の結果、我が国の高炉プロセスは、原料・コークス・事前処理鉱

の適正品質が確保され、一貫製鉄所でのマスプロダクションを前提にした場合においては、エネルギー効率と経済合理性の面

で既に理想的に追求され成熟しているとも言える。一方、その複雑さ故に、近年においても高炉内部現象の解明、その現象把

握を受けた更なる機能強化への取組みが実施されてきたことも事実である。本講座では、高炉プロセスに関わる技術の系譜を

極力客観的なデータを用いて明らかにするとともに、最近１０数年間で特徴的に先鋭化が図られた技術を紹介する。 

５）製銑プロセスの新たな取り組み（国プロを中心として）                       佐藤 道貴 
 地球温暖化問題を背景に、鉄鋼業はこれまで自主行動計画の中で、省エネ・CO２削減技術の開発に精力的に取り組んできた。

しかしながら、パリ協定に掲げられた国の長期目標の達成に鉄鋼業が大きく貢献していくためには、さらに一段高い省エネ・

CO2削減技術の確立が必要である。特に製銑工程は製鉄所からのCO2排出量の約７割を占めるため、新たな原理や発想に基づく

新原料や新プロセスの開発が強く求められている。このような背景のもと、近年、高炉の還元材比の抜本的な低下に結びつく

研究開発が国の支援を受けて強力に推進されている。本講座では、この中から主要な技術（高炉用塊成鉱－ハイブリッド結合

鉱石－、フェロコークス、COURSE50、酸素高炉等）を取り上げ、それら技術のコンセプト、開発状況、ならびに将来構想や期

待効果について概説する。 

６）製銑プロセスへのDEMの適用の試み                                加納 純也 
 鉄鋼業において、原料である鉄鉱石や石炭は粉粒体であり、安定的かつ高効率な操業を行うためには、混合、造粒、充填な

どのプロセスにおける粉粒体の力学的な挙動を理解し、予測、制御することが必要である。そのため、コンピュータシミュレ

ーション法の一つである離散要素法（Distinct Element Method: DEM）が製銑プロセスに適用されるようになってきた。DEMは

粒子一つ一つを追跡し、粉粒体全体の挙動をシミュレーションする方法であり、粉体混合、粉砕、充填、造粒などに適用され

ている。操業規模の大きな製銑プロセスの解析には、計算粒子の粗粒化やパラメータの設定などの工夫が必要であり、ここで

はDEMを製銑プロセスに適用した際の解析事例を報告し、現状での課題や今後の展望、シミュレーションの活用の仕方について

述べる。 

７）製銑分野の技術の進歩と取り巻く環境変化に応じた将来プロセス像                  齋藤 公児 
 製銑分野の技術進歩は、コークス、焼結、高炉という各プロセスの技術の発展だけでなく、それらを成し遂げるための異分

野技術の進歩、資源環境に応じた新たな視点からの開発やCO2に代表される環境負荷に関わる技術の進歩等の総合的な進歩であ

る。本講演では各プロセスを中心とした技術進歩を受けて全体総括をするとともに、世界規模での製銑が置かれている環境

（いわゆる環境問題だけでなく様々な因子、特にSDGs的な視点も含めて）の変化も含めた議論をし、今後のあるべき製銑プロ

セスの将来像までを網羅できるような内容を紹介したい。 

４．参加申込み 
  ①事前申込は本会ホームページからのクレジットカード決済のみでの支払いとなります。 
   当日領収証をお渡しします。事前申し込みは１０月４日（金）までです。 
   事前申込された方が当日不参加の場合、返金はいたしません。講座終了後、テキストをお送りします。 
  ②当日申込は従来通り現金のみの対応となります。 

５．参加費（税込み、テキスト付） 
  会員８,０００円、一般１５,０００円、学生会員１,０００円、学生一般２,０００円 
   注)会員割引は個人の会員のみ有効です。協賛団体の個人会員、学生会員も含みます。受付で本会あるいは協賛団体の会 
    員証をご提示下さい。 
 ★テキストは、最終講座終了後残部がある場合、鉄鋼協会会員価格、一般価格で販売いたします。テキスト購入のお申込みは、本会ＨＰを

ご覧下さい。 

  問合せ先：（一社）日本鉄鋼協会 育成グループ 楢岡 

        TEL: 03-3669-5933  FAX: 03-3669-5934 E-mail: educact@isij.or.jp  

（会場案内）東京会場 １０/１０(木)           大阪会場 １１/６(水) 

         
 

早稲田大学 西早稲田キャンパス 

 ６３号館２階会議室 （東京都新宿区大久保3-4-1） 

 ＪＲ線：高田馬場駅より徒歩15分 

 西武線：高田馬場駅より徒歩15分 

 地下鉄：副都心線西早稲田駅直結、東西線早稲田駅より徒歩22分 

 http://www.waseda.jp/top/access/nishiwaseda-campus  

 ㈱ラソンテ ３階会議室 
  （大阪市淀川区宮原1-6-1 新大阪ブリックビル３階） 
ＪＲ東海道線：新大阪駅3階コンコースから北口を出て北へ。 

歩行者デッキを通り、大阪回生病院手前で右手階段を下りてすぐ。 

地下鉄御堂筋線：新大阪駅「北改札口」1番出口を出て北へ。 

大阪回生病院の東隣。 

 http://lasante-brick.jp/business/meeting-access.html 
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